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マンは、公立学校の存立意義を示し、そこでの教授内容を整えることによって、当時のア
メリカの状況が改善されると考えていたのである。いわば、社会状況の改善を公教育の役
割として捉えていたと考えることができる。
(2) 教員養成の役割
マンは、当時の教員の質の低さを憂いて教員養成の充実を訴え、初めて師範学校を設立
した人物であることは先述したとおりである。彼は、効率性だけを重視したランカスター
式の助教法などの一斉教授法を教えるような養成課程にはしていなかった。師範学校で学
ぶ内容は、教授方法というよりも、一般的に大学で教授されるような学問も取り入れてい
ることからもわかる通り、教養教育が重視されていた。また、教育実習に関しては、経験
を積むために行うのではなく、教授学や教授法に基づいて取り組むものであったと述べて
いた。それはつまり、教育実習は、学問的根拠を検証してみるためのものとして位置づい
ていたと考えられよう。このことから、教員養成においても学問を理解することによって、
力のある教員を育成することができ、それが教員養成の役割であると考えていたことが分
かる。
5. おわりに
コモン・スクール構想をひも解いていく中で、社会状況の解決方策を担う公教育という
考えと、学問を身に付けた教員の重要性を指摘していることが明らかになった。これらは
今日の教育においても重要な視点であり、同様の視点から今日の公教育の在り方を考える
必要性を指摘できる。
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